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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 69,702 14.8 9,406 26.3 9,440 26.3 6,527 26.7

2021年３月期第３四半期 60,692 △18.7 7,448 △20.9 7,473 △21.4 5,151 △25.9

(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 6,511百万円 ( 25.4％) 2021年３月期第３四半期 5,193百万円 ( △25.9％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 111.65 ―

2021年３月期第３四半期 88.12 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 131,702 87,301 66.3

2021年３月期 126,552 81,901 64.7

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 87,301百万円 2021年３月期 81,901百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 9.00 ― 10.00 19.00

2022年３月期 ― 9.00 ―

2022年３月期(予想) 10.00 19.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110,000 8.1 14,300 2.8 14,300 2.6 10,000 3.8 171.06

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料７ページ「四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 61,360,720株 2021年３月期 61,360,720株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 2,900,836株 2021年３月期 2,900,430株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 58,460,142株 2021年３月期３Ｑ 58,460,654株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、製造業を中心とした企業業績に改善の動きが見られ

ましたが、インフレの影響による米国の金融引き締めや新型コロナウイルスの感染再拡大等もあ

り、先行き不透明な状況となっております。

当社グループをとりまく事業環境におきましては、建設事業では、住宅関連投資は堅調に推移し

ておりますが、資材価格が上昇傾向にあることから受注環境はやや厳しい状況となりました。一

方、開発事業等では、実需層の住宅購入意欲は高く、首都圏のマンション市場は引き続き堅調に推

移いたしました。

このような環境のなか、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上

高697億2百万円（前年同四半期比14.8％増）、営業利益94億6百万円（前年同四半期比26.3％増）、

経常利益94億40百万円（前年同四半期比26.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益65億27百

万円（前年同四半期比26.7％増）となり、増収増益となりました。

なお、当社グループでは、通常の営業形態として工事の完成・物件の引渡しが第４四半期に集中

しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間に比べ、第４四半期連結会計

期間の売上高が多くなるといった季節的変動があります。

（２）財政状態に関する説明
当第３四半期連結会計期間末において、総資産は1,317億2百万円（流動資産1,186億12百万円、

固定資産130億90百万円）、負債合計は444億1百万円（流動負債423億94百万円、固定負債20億6百

万円）、純資産合計は873億1百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
2021年９月24日に公表しました業績予想等に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 62,658 58,505

受取手形・完成工事未収入金等 15,920 15,901

販売用不動産 3,215 3,394

未成工事支出金 626 895

開発事業等支出金 28,599 39,332

材料貯蔵品 54 39

その他 2,153 544

貸倒引当金 △3 △0

流動資産合計 113,224 118,612

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 7,992 8,015

減価償却累計額 △4,046 △4,215

建物・構築物（純額） 3,945 3,799

機械及び装置 151 154

減価償却累計額 △117 △123

機械及び装置（純額） 33 31

車両運搬具及び工具器具備品 170 170

減価償却累計額 △126 △131

車両運搬具及び工具器具備品（純額） 43 38

土地 6,471 6,471

リース資産 146 118

減価償却累計額 △101 △81

リース資産（純額） 44 37

その他 30 30

有形固定資産合計 10,569 10,407

無形固定資産 172 183

投資その他の資産

投資有価証券 992 953

繰延税金資産 939 859

その他 670 700

貸倒引当金 △16 △13

投資その他の資産合計 2,586 2,499

固定資産合計 13,328 13,090

資産合計 126,552 131,702
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 33,990 34,831

未払法人税等 3,863 1,883

未成工事受入金 2,347 1,564

開発事業等受入金 452 1,748

賞与引当金 497 272

完成工事補償引当金 137 169

その他 1,416 1,925

流動負債合計 42,704 42,394

固定負債

役員退職慰労引当金 209 226

退職給付に係る負債 915 939

繰延税金負債 271 303

その他 550 536

固定負債合計 1,947 2,006

負債合計 44,651 44,401

純資産の部

株主資本

資本金 3,665 3,665

資本剰余金 3,421 3,421

利益剰余金 75,286 80,702

自己株式 △580 △580

株主資本合計 81,792 87,208

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 126 97

退職給付に係る調整累計額 △17 △4

その他の包括利益累計額合計 108 92

純資産合計 81,901 87,301

負債純資産合計 126,552 131,702
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高

完成工事高 47,108 47,334

開発事業等売上高 13,583 22,367

売上高合計 60,692 69,702

売上原価

完成工事原価 40,356 40,494

開発事業等売上原価 10,074 16,766

売上原価合計 50,431 57,260

売上総利益

完成工事総利益 6,751 6,840

開発事業等総利益 3,509 5,601

売上総利益合計 10,261 12,442

販売費及び一般管理費 2,812 3,035

営業利益 7,448 9,406

営業外収益

受取配当金 17 18

その他 16 21

営業外収益合計 34 40

営業外費用

支払手数料 4 6

その他 4 0

営業外費用合計 9 6

経常利益 7,473 9,440

特別損失

減損損失 5 -

特別損失合計 5 -

税金等調整前四半期純利益 7,468 9,440

法人税、住民税及び事業税 2,190 2,795

法人税等調整額 126 118

法人税等合計 2,316 2,913

四半期純利益 5,151 6,527

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,151 6,527
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 5,151 6,527

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 37 △29

退職給付に係る調整額 4 13

その他の包括利益合計 42 △15

四半期包括利益 5,193 6,511

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,193 6,511

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

１．収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っておりますが、利益剰余金の当期首残高及び当第３四半期連結累計期間の損益に与

える影響はありません。

２．時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

時価算定会計基準等の適用については、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時

価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。な

お、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

建設事業 開発事業等 合計
調整額
(注)１

四半期連結損益

計算書計上額

(注)２

売上高

外部顧客への売上高 47,108 13,583 60,692 ― 60,692

セグメント間の内部売上高
又は振替高

179 ― 179 △179 ―

計 47,287 13,583 60,871 △179 60,692

セグメント利益 5,602 2,344 7,947 △498 7,448
　
（注）１．セグメント利益の調整額△498百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等で

あります。全社費用は、報告セグメントに帰属していない親会社本社の総務部等管理部門に
係る経費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

建設事業 開発事業等 合計
調整額
(注)１

四半期連結損益

計算書計上額

(注)２

売上高

外部顧客への売上高 47,334 22,367 69,702 ― 69,702

セグメント間の内部売上高
又は振替高

26 ― 26 △26 ―

計 47,361 22,367 69,729 △26 69,702

セグメント利益 5,602 4,283 9,886 △479 9,406
　
（注）１．セグメント利益の調整額△479百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等で

あります。全社費用は、報告セグメントに帰属していない親会社本社の総務部等管理部門に
係る経費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．その他

　個別受注の概況
　 受注高

2022年３月期第３四半期累計期間 88,543百万円 10.1％

（注）１．％表示は、前年同四半期増減率となっております。

なお、前年同四半期の受注高は80,415百万円であります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（参考）個別受注実績内訳

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

増減額
(百万円)

増減率
(％)

(自 2020年４月１日 (自 2021年４月１日

至 2020年12月31日) 至 2021年12月31日)

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

建
設
事
業

住宅 34,893 43.4 33,355 37.7 △1,538 △4.4

非住宅 10,465 13.0 9,607 10.8 △858 △8.2

土木 ― ― ― ― ― ―

小計 45,358 56.4 42,962 48.5 △2,396 △5.3

開
発
事
業
等

分譲
マンション 33,400 41.5 37,327 42.2 3,926 11.8

その他 1,655 2.1 8,252 9.3 6,596 398.4

小計 35,056 43.6 45,580 51.5 10,523 30.0

合 計 80,415 100.0 88,543 100.0 8,127 10.1

　


